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叶えたい何かがある人、お待ちしています。

くらしの中にケーブルテレビ

　私は現在、ケーブルテレビに関する制度の企画・立案や、それにかかる予算要求を担当しています。
ケーブルテレビと聞いてもあまりピンと来ないかもしれませんが、実はみなさんの生活にも深く根ざし
ているものなのです。（ここで詳しく説明するにはページが足りないので、興味のある方はぜひ総務省
の説明会にお越し下さい！）
　昨年度、日本は西日本豪雨や台風上陸、北海道胆振東部地震など数々の災害にみまわれました。
こういった大規模災害の際に、被災情報や避難情報など、国民の生命・財産の確保に不可欠な情報
の伝達手段として地域に密着したケーブルテレビは大事な役割を果たしますが、ケーブルテレビネッ
トワークが災害によって被害を受けた場合、その地域の方々に真に必要な情報が届かなくなる恐れ
があります。そこで、上記の災害などをふまえ、総務省では、ケーブルテレビネットワークの耐災害性
強化に資する光ファイバ化のための補助事業を行っています。

経験不問

　私はこれまで通信、予算、人事担当を経て、現在ケーブルテレビ担当をしており、入省からさまざま
な業務に携わってきました。情報通信分野と聞くと、入省前から技術的・専門的な知識が不可欠な
のではと気になってしまうかと思いますが、そんなことはありません。かくいう私も教育学部出身のた
め情報通信の技術的な知識・経験なく入省しました（が、情報通信分野に特化した研修を受講した
り、まわりの方々にサポートしていただいたりして、これまでやってこられました！）
　社会に出れば、学生時代に学んでいないことに直面する場面ばかりだと思います。総務省に限らず
言えますが、みなさんお持ちの各省庁へのイメージのみで絞らずに、さまざまな視点で就職先を選ん
で欲しいと思います。ただ、情報通信分野はみなさんの叶えたい何かを実現するための強力なツール
になり得るものだと思いますので、叶えたい何かがある人は総務省の門を叩いてみてはいかがでしょ
うか。

会計課時代の上司（当時、四国総合通信局情報通信部長。現在は近
畿総合通信局情報通信部長。）に会いに、松山に行ってきました。総
務省は全国に１１の地方支分部局があり、全国に知り合いがいると
いっても過言ではありません。
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総務省職員のカラーは？

皆さんが抱く一般的な公務員のイメージと
いえば「おカタい」、「融通がきかない」、「前
例主義」などでしょうか。ですが、少なくと
も情報通信行政を所管する総務省は違い
ます。ICTを利活用して日本をよりよい社会
にしていくため、「柔らかい頭」で、「社会の
変化に柔軟に対応し」、新しい技術を社会
に実装するべく「新しい取り組み」を楽しん
で進めている人が多いと感じています。

Q
A

ICT行政に求められる能力は？

新しい技術を楽しむ能力だと思います。私
が入省した平成２３年当時、スマホの普及
率は３割ほどと言われていましたが、今で
はガラケーの人を見つけるほうが難しいの
ではないでしょうか。こういった社会の変
化に対応するためにも、自らが新しい技術
に興味を持ち、ユーザーになって楽しむこ
とが大事なのではないかと思います。
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